
 

1 

 

 

毎月１５日発行          VOL.804         2026年 9月 15日発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ZENSHIREN BULLETIN 

今月の表紙【茨城県】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 
『国営ひたち海浜公園のコキア』 
 

全肢連事務局からのお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 
 

連載  全国大会  最終回・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 
 

中央情勢・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5 
障害保健福祉施策の動向 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課 課長補佐 吉元 信治 
 目

 

 

全肢連事務局からのお知らせ 
 

9月～10月スケジュール 

ブロック大会 

中四国ブロック 

9月 26日（土） 徳島グランヴィリオホテル 

近畿ブロック 

10月 3日（土） 和歌山県民文化会館 

関東甲信越ブロック  

10月 24日（土） 山梨県立図書館 

 

指導者育成セミナー 

東北ブロック（宮城県）  

9月 25日（土）～26日（日）   秋保リゾートホテルクレセント 

九州ブロック（福岡県）   

10月 17日（土）～18日（日）  博多シティ 9階会議室 

中四国ブロック（香川県） 

10月 31日（土）～11月 1日（日）かがわ総合リハビリテーション福祉センター 
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連載  全国大会  弘前 最終回 
 

 令和 8年 8月 29日（土）・30日（日）の 2日間にわたり、「第 59回全国肢体不自由児者

父母の会連合会全国大会・第 44回東北地区肢体不自由児者父母の会連合会弘前大会」を、

アートホテル弘前シティ プレミアホールにて開催いたしました。全国各地より、来賓・会

員の皆様約 300名にご参加いただき、盛会のうちに無事終了することができました。 

 

大会には、青森県知事 宮下宗一郎様、弘前市長 谷川政人様をはじめ、地元選出国会議員

である衆議院議員 木村次郎様、参議院議員 自見はなこ様など、多くのご来賓の皆様をお迎

えいたしました。また、全肢連顧問・衆議院議員 野田聖子様からも心温まる祝辞を賜りま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1日目】 

 基調講演では、参議院議員で医師の自見はなこ様をお迎 

えし、「誰ひとり取り残さない社会へ―当事者家族とともに 

考える共生社会 ～こどもまんなか政策の歩み～」をテーマ 

にご講演いただきました。こども家庭庁創設までの歩みや、 

こども家庭庁の役割、さらに医療的ケア児支援法改正案の 

可決・成立について、国会議員・医師というお立場から、 

幅広く分かりやすくお話しいただきました。 

続いて、北良株式会社 代表取締役社長 笠井健様より、 

「重い障害を持つ子どもたちを災害から守るために今できる 

こと、これからすべきこと」をテーマにご講演いただきまし 

た。災害時における衛生管理や DMAT（ディーマット）の重要 

性、福祉避難所開設の現実と必要性、医薬品を含む物資不足 

への備えなど、実際の災害を想定した具体的なお話を伺い、 

今後の災害対策について深く考える機会となりました。 

 

また、ケアルームでは青森県肢体不自由児・者父母の会連合会副会長の駒井様より、災害

時にも活用できる段ボールベッドをお借りし、実際に設置・使用していただく体験の機会を

設けました。平時から災害時を想定した備えの大切さを実際に体験することで、参加者の皆

様にも防災について考えていただく貴重な機会となりました。 
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1日目の夕刻には、情報交換会を開催し、200名を超える皆様にご参加いただきました。 

コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社ベンディング戦略カスタマー本部本部長 毛利栄

秀様より乾杯のご挨拶をいただき、演奏ともに盛大に幕開けいたしました。自見はなこ議員

には、全テーブルを回ってご挨拶いただき、皆様との記念撮影にも応じていただきました。 

アトラクションでは、津軽笛奏者の第一人者である佐藤ぶん太様、弘前大学津軽三味線サ

ークルの皆様、弘大囃子組の皆様、津軽民謡歌手の佐藤様、そして津軽伝統芸能を受け継ぐ

千葉勝弘社中の皆様にご出演いただきました。津軽笛、津軽三味線、囃子、津軽民謡、津軽

手踊りと、津軽の伝統文化を存分に感じることのできる、華やかで躍動感あふれる素晴らし

いステージとなり、会場は大いに盛り上がりました。参加された皆様にとりましても、楽し

いひとときとなったことと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2日目】 

2日目の講演では、障害当事者であり、社会福祉士・精神保健福祉士・相談支援専門員と

してご活躍されている溝江広騎様をお迎えし、「“親の関わり”はいつまで必要？～肢体不

自由の当事者として、専門職として、大人になって思うこと～」をテーマにご講演いただき

ました。親子が安心して暮らし続ける未来のための準備や備え、 

ライフステージから考える当事者と親の役割、そして「親亡き 

後」を見据えた当事者の本音や、家族の関わり方への工夫など 

についてお話しいただきました。「障害当事者だからこそ伝え 

られることがあります」という言葉を中心に、当事者と家族が 

これからどのような未来を描き、どのように備えていくのかを 

改めて考えさせられる、貴重な講演となりました。 

続いて、元弘前学院大学教授 八戸宏様より、「障害者ととも 

に生きる～性をいきいきと～」をテーマにご講演いただきまし 

た。障害者の「性と生」、医療における「いのち」と福祉における「くらし」の密接なつな

がり、これまでタブー視されることの多かった高齢者や障害者の性についてなど、普段なか

なか聞くことのできない貴重なお話を伺いました。障害のある方の人生を「生きる」という

視点から考える機会となり、参加者一人ひとりに多くの気づきと学びをもたらす講演となり

ました。 

 

今回の全国大会・弘前大会では、講演や情報交換会を通して、 

障害のある方とそのご家族が安心して暮らし続けるために必要 

な支援や備えについて学ぶとともに、全国各地から集まった皆 

様が交流を深める貴重な機会となりました。これもひとえに、 

ご参加いただきました皆様をはじめ、ご登壇いただきました講 

師の皆様、ご来賓の皆様、開催にご協力いただきました関係者 

の皆様、そして大会運営にご尽力いただきました皆様のお力添 

えの賜物と、心より御礼申し上げます。 

 

 その後採択された大会宣言は以下の通りです。 
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皆様の温かいご支援とご協力に支えられ、第 59回全国大会・第 44回東北地区弘前大会を

無事に開催することができましたことに、改めて深く感謝申し上げます。 

誠にありがとうございました。（島田） 

大会決議文 

 平成 18 年の「障害者自立支援法」制定で、障害者とその家族は、地域で自立して生活でき

る環境となったが、近年の高齢化や障害の重度化は、障害福祉サービスの地域格差と障害者が

65 歳になると介護保険サービスが優先される等、サービスの質の低下や利用者負担増等が生

じている。 

 また、東日本大震災から 15 年が経ち、東北地方は復興に向けて「津波防災地域づくり法の

制定、防災教育、災害伝承施設の整備」を進めてきたが、近年の青森県の群発地震発生や岩手

県の森林火災は全国各地の共通課題でもあり、先月 28日の熊本地震は最大震度 7を記録し、

人的被害をはじめ未曾有の大災害となりました。加えて近年多発している台風や洪水等の自

然災害も全国各地で脅威となっている。 

 本大会では、障害児者と家族の暮らしの課題として「障害への理解と多様な人々が共生でき

る社会へ、重度障害者の防災について、障害当事者が専門職となって思うこと、障害者の性に

ついて」の 4つの講演を企画しました。 

全国各地から障害当事者と家族が集う中で、障害のある方や家族が「住み慣れた地域」で安

心・安全に暮らし続けることを目指し「医療・福祉・教育・防災」等の課題に対し、全肢連一

丸となって取り組むことを誓い、ここに「第 59回全国肢体不自由児者父母の会連合会全国大

会、第 44 回東北ブロック肢体不自由児者父母の会連合会弘前大会」の名において、次の事項

を決議する。 

 

一 障害のある人が「住み慣れた地域で自分らしく安心安全に暮らし続ける」ことができる社

会の実現を図ること 

一 障害のある人が 65歳になると介護保険サービスが優先され、必要なサービスが受けれず

生活の質の低下と介護負担が増大する問題が多く介護保険制度の見直しを図ること 

一 障害福祉サービスの給付において、地域格差は喫緊の課題で、福祉制度の改正を図ること 

一 障害福祉に係る人材の育成・確保に資する報酬上の評価と処遇改善を早期に図ること 

一 重度障害者が利用できるグループホーム整備に関し、現行制度のあり方及び短期入所の

利用実態に応じた整備促進策を早期に図ること 

一 障害児者の住居に応じた「災害時個別避難計画」の作成を市町村担当課と相談支援専門員

が策定できる体制整備を図ること 

一 災害時の緊急避難所は、障害特性に配慮した設備とプライバシーが守られる避難所とす

ること 

一 災害時に、重度心身障害児者や医療的ケアを必要とする方に対応できる避難支援や、避難

所及び利用可能な仮設住宅を整備するとともに、自宅に戻るまでの支援体制の充実を図

ること 

 

令和 8年 8月 30日 

第 59回全国肢体不自由児者父母の会連合会全国大会 

第 44回東北ブロック肢体不自由児者父母の会連合会弘前大会 
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中央情勢 
 

下記の記事につきましては、2026年度全国大会（弘前）にて紹介されたものです。 

 

─  
 

ה  

   
 

 

 │∂╘⌐ 

⌐ ─ ⅜ ⇔⁸ ⅛╠ ↕╣

≡™╕∆⁹ ≢│⁸₈ ╛ ⅜ ╛ ≢ ה™⅜⅝ ╩╙∟⁸ ⁸

⁸ ─ ─ ╩ ↑⌂⅜╠⁸∕─ ╠⇔ↄ ⇔≡ ╠∆↓≤⅜≢⅝╢

─ ╩ ∆₉≤ ⅝⅜™╛ ╩ ⌐ ⇔≡™╕∆⁹↓─√╘⁸ ─ ⌐ ∂≡⁸

╛ ⅛╠─ ⁸∕─ ╠⇔™ ⌐ ↑√ ─ ⌂≥╩ ⇔≡™⅝

╕∆⁹ 

31 ⌐ ↕╣√ ─ ⌐ ↑√ ─ ⌐⅔™

≡│⁸ ┘ ─ ⌐ ∆╢ ─ ⌐⅔↑╢ ─ ╛⁸

↕╣√₈ ─ ╙ ╕ⅎ√ ─№╡ ⌐ ╢ ₉─

─≤╡╕≤╘─ ╩ ╕ⅎ⁸ ─ ─ ╙ ⇔⁸ ─

─ ≤⇔≡⁸ 11 ≢ ─ ⅛╠

∆╢↓≤╩ ≤∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌂ ─ ⌐ ↑√ ╩ ⌐

╡ ╪∞≤↓╤≢∆⁹ 

│⁸ ─ ⇔⌐ ╩ ⅎ√₈ ─ ╙ ╕ⅎ√

─ ╡ ⌐ ╢ ₉─ ─ ╡╕≤╘ ≤⁸ ─ ─

⇔─ ⌂≥⌐≈™≡ ™√⇔╕∆⁹ 

 

─ ╙ ╕ⅎ√ ─ ╡ ⌐ ╢ ─ ⌐≈™≡ 
⌐≈™≡│⁸ ☻ⱦכ◘ ─ ─ ⌐⁸ ⁸

⌂╢ ╩ ╘≡™ↄ√╘⌐⁸ ─ ╛ ╩ ∆╢↓≤╩ ╘╠╣√↓≤╩ ↑⁸

─ ⌐⅔™≡⁸ ─ ╛ⱥ▪ꜞfi◓╩ ⇔╕⇔√⁹ 

∕─ ─ ╩ ╕ⅎ⁸ ⌐₈ ─ ╙ ╕ⅎ√

─ ╡ ⌐ ╢ ₉╩ ∟ →⁸ ⌐╦√╢ ╩ ⌡⁸ ⌐₈ ⌐

⅔↑╢ ─╕≤╘₉╩ ╡╕≤╘╕⇔√⁹ 

╡╕≤╘≢│⁸ ─ ╘╠╣╢ ה ⁸№╢═⅝ ⌐≈™≡⁸ │

╩ ⅎ╢ ≢№╢═⅝≢№╡⁸ ╙⅜ ⅜ ≤─ ╙№╢↓≤╩ ⌐

⅝≈≈⁸№╠√╘≡ ─ ╛ ⁸ ≤ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ⌐

╡ ╖╩ ╘≡™ↄ↓≤⅜ ≤↕╣√≤↓╤≢∆⁹ 

 

ᵑ ─ ה ─  

─ ה ⅜ ↕╣╢ ─ ⅜ ≢№╡⁸ ⌐╦⅛╡╛∆™

⁸№╠╝╢ ≢─ ╩ ∂√ ─ ⌐╟╡ ─ ⌐ ↑√

╩ ℮ 

 

ᵒ ╩ ∆╢  

  ⅛╠ ┼─ ╩ ∆╢ ≤⇔≡⁸ ≤ ⇔√ ↑ ╛

─ ⌐ ╡ ╗ 
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ᵓ ╩ ⅎ╢☿כⱨ♥▫Ⱡ♇♩  

  ╩ ⅎ╢☿כⱨ♥▫Ⱡ♇♩≤⇔≡⁸ ⅜ ≤⌂∫√ ─ ⌂ ⁸

─ ∆╢ ─ ─ ┼─ ⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ≤⇔≡─ ─

 

 

ᵔ ┼─ ╛  

  ─ ⌐№╢ ╛ ◔▪⅜ ⌂ ⌂≥ ⌂ ─ ⁸ ה

⇔√ ┼─ ⌂≥ ⌐⅔↑╢ ≠ↄ╡⁸ ─ ╠⇔─ ─ ⌐

∆╢ ⁸ ⌐☼כ♬─₁ ∂√ ⌂ ─ ⌂≥ ⌐∆╢↓≤ 
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─ ╡╕≤╘─ ⌐≈™≡│⁸ ─ ⌐ ↑√ ─ ⌐

∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ─ ⌐≈⌂→≡™ↄ ≢∆⁹ 

 ╕√⁸ ─ ╩ ∂≡ ─ ─ ╩ ╢ ⅜ ╘≡ ↕╣⁸

ⱶ⁸כⱪⱱכꜟ◓⁸ ─ ╕™⌂≥ ╛ ╩ ⅎ╢ ─ ⌐≈™≡⁸

⅝ ⅝ ⅜ ≤↕╣√↓≤╩ ╕ⅎ⁸ │⁸ ⅛╠─ ╛⁸ ≢─

⌐ ╡ ╗ ⅛╠─ⱥ▪ꜞfi◓╩ ⇔√≤↓╤≢№╡⁸↓℮⇔√ ⌂≥╩ ≤

⇔≈≈⁸ ─ ┼─ ╛ ─№╡ ⌐≈™≡ ⇔≡™⅝╕∆⁹ 

 

⌐ ╢ ⌐≈™≡ 

│ ╩ ≤⇔≡ ⁸ ⅜ ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡⅔╡⁸

│ ─ ≤⌂╡╕∆⁹

⅜ 12 ╩ ∆╢⌐ √∫≡ ⅜

∆ │⁸ ⁸ ⌐⅔™≡ ⇔─ ⅜⌂

↕╣⁸ √⌂ ⅜ 31 ⌐ ↕╣√≤↓╤≢∆⁹ 

─ ⇔≢│⁸ 12 ⌐ ⇔√₈ ₉ 96

─ ╩ √⌐ ⇔√╒⅛⁸ ─ ה ⁸ ⌐ ∫√◔

▪─ ─√╘─ ─ ⌐ ∆╢ ⌂≥⁸ ─ ╩ ╡ ↄ ╩ ╕ⅎ≡⁸

₁─ ⇔╩ ∫√≤↓╤≢∆⁹  

 

≢│⁸ 

ה ─ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡ ⅝ ⅝ ≤ ∆╢≤≤╙⌐⁸ 

ה │ ╩ ≤⇔⁸ ─ ⌐ ↑√ ╩ ╘╢↓≤ 

⁸√╕ה ─ ♩♇♬ꜚה ⁸ ─ ≤ ╕™─ ─ ─ ╩

⇔⁸ ─ ─ ╖╩ ∆╢↓≤⅜ ╕⇔™↓≤ 

 

⌂≥─ ⅜ √⌐ ╡ ╕╣√≤↓╤≢∆⁹ 
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╕√⁸ 24 ─ ─ ╩ ∆╢ 51

─ ⌐ ℮⁸ ─ ⌐╟╡⁸ ─ ⌂ ┘ ─

⅛╠⁸₈ ⁸ ┘ ─ ⌐ ╢ ₉⌐≈™≡⁸

⁸ ┘ ─ ≤⇔≡ ╡ ╗↓≤≤

↕╣√√╘⁸ ⁸ ╩ ╕ⅎ√ ─ ╩ ℮ ≢∆⁹ 
 

⌐ ╢ ─ ꜞfi◒ 

    ⌐≈™≡  

─ ╩ ∆╢ ╩╕ⅎ√ ─ ⌐ ∆╢ꜞfi◒ R8.7.10 ╟╡  

    https://www.mhlw.go.jp/content/12201000/001720535.pdf  

 
☻ⱦכ◘  ─ ⌐≈™≡ 

☻ⱦכ◘  ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ☻ⱦכ◘

≡™⅔⌐ⱶכ♅ ╩ ⇔⁸ ⅛╠ ⌐⅛↑≡⁸52─ ─ ─ⱥ▪

ꜞfi◓╩ ⇔⁸↔ ╩ ∫√≤↓╤≢∆⁹ 

 ─ ─ ╛ ┼─ ─☻ⱦכ◘⁸ ─ ה ⁸ ─

─ ⌂≥⁸ ₁⌂ ⌐≈™≡⁸ ─ ☻ⱦכ◘⁸ ─ ⁸

─ ╩ ⌐ ⇔√ ≢⁸ ─ ─↔ ╩ ╕ⅎ⁸ ╩ ╘≡╕™

╡╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ⱶכ♅ ⌐ ∆╢ꜞfi◒ 

☻ⱦכ◘ ⱶכ♅  

 

⅔╦╡⌐ 

⌐⅔™≡│⁸ ─№╢ ⅜ ╖ ╣√ ≢ ⇔≡ ╠⇔ ↑╢↓≤⅜≢

⅝╢ ╩ ∆╢√╘⁸ ⅝ ⅝⁸ ₁⌂ ⌐ ╡ ╪≢╕™╡╕∆─

≢ ─ ה ╩ ╡╕∆╟℮╟╤⇔ↄ⅔ ™™√⇔╕∆⁹ 

 

 

 □編集・発行 

公益社団法人全国肢体不自由児者父母の会連合会 

 〒170-0005 東京都豊島区南大塚３－４３－１１ 
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